（仮称）埼玉県生活環境保全条例の規定による騒音又は振動を発生する工場等に関する規制基準等を定める規則（案）について

①騒音の規制基準及び規制地域について
埼玉県生活環境保全条例第50条第1項第1号（工場又は事業場）及び第4号（屋外作業場等）に対する騒音の規制基準並びに同条例第51条第2項の規定による騒音の規制地域については、次のとおりとしようとするものです。
騒音の規制基準及び規制地域（単位：デシベル）
	時間区分

区域区分
	朝

（午前6時～午前8時）
	昼

（午前8時～午後7時）
	夕

（午後7時～午後10時）
	夜

（午後10時～午前6時）

	第1種
区域
	・第1種低層住居専用地域

・第2種低層住居専用地域

・第1種中高層住居専用地域

・第2種中高層住居専用地域
	45
	50
	45
	45

	第2種
区域
	・第1種住居地域

・第2種住居地域

・準住居地域

・用途地域の指定のない地域

・都市計画区域外
	50
	55
	50
	45

	第3種
区域
	・近隣商業地域

・商業地域

・準工業地域
	60
	65
	60
	50

	第4種
区域
	・工業地域

・大字的場の工業専用地域
・第1種区域、第2種区域及び第3種区域並びに工業地域との境界線から内部への水平距離が100メートルまでの工業専用地域
	65
	70
	65
	60


(1)工場等の敷地境界における基準値とする。

(2)用途地域は、都市計画法に基づく区分とする。

(3)第2種区域、第3種区域及び第4種区域のうち、学校、保育所、病院、有床診療所、図書館又は特別養護老人ホームの敷地の周囲おおむね50メートルの区域内における規制基準は、それぞれの区域について定める当該値から5デシベル減じた値とする。
(4)都市計画法第29条第1項第5号、第34条第6号又は第34条の2第1項に規定する開発行為（工業の用に供する目的で行うものに限る。）に起因して、当該区域について第2種区域に係る規制基準を適用することが適当でないと認められるに至ったときは、当該区域について適用すべき規制基準は、別に定めるものとする。
②振動の規制基準及び規制地域について
埼玉県生活環境保全条例第50条第1項第1号（工場又は事業場）及び第4号（屋外作業場等）に対する振動の規制基準並びに同条例第51条第2項の規定による振動の規制地域については、次のとおりとしようとするものです。
振動の規制基準及び規制地域（単位：デシベル）
	　　　　　　　　　　　　　時間区分

区域区分
	昼

（午前8時～午後7 時）
	夜

（午後7時～午前8時）

	第1種
区域
	・第1種低層住居専用地域

・第2種低層住居専用地域

・第1種中高層住居専用地域

・第2種中高層住居専用地域

・第1種住居地域

・第2種住居地域

・準住居地域

・用途地域の指定のない地域

・都市計画区域外
	60
	55

	第2種
区域
	・近隣商業地域

・商業地域

・準工業地域

・工業地域
	65
	60


(1)工場等の敷地境界における基準値とする。

(2)用途地域は、都市計画法に基づく区分とする。
(3)学校、保育所、病院、有床診療所、図書館又は特別養護老人ホームの敷地の周囲おおむね50メートルの区域内における規制基準は、それぞれの区域について定める当該値から5デシベル減じた値とする。
③深夜営業騒音等の規制基準及び規制区域について
１　埼玉県生活環境保全条例第66条第1項の規定による深夜営業騒音の基準については、次のとおりとしようとするものです。
深夜営業騒音に係る基準（単位：デシベル）
	用途地域
	規制基準値（午後10時～午前6時）

	・第1種低層住居専用地域
・第2種低層住居専用地域

・第1種中高層住居専用地域

・第2種中高層住居専用地域

・第1種住居地域

・第2種住居地域

・準住居地域

・用途地域の指定のない地域

・都市計画区域外
	45

	・近隣商業地域
・商業地域

・準工業地域

・工業地域

・大字的場の工業専用地域
・①の表の第1種区域、第2種区域及び第3種区域並びに工業地域との境界線から内部への水平距離が100メートルまでの工業専用地域
	50


(1)事業場等の敷地境界における基準値（最大騒音レベル）とする。

(2)用途地域は、都市計画法に基づく区分とする。

２　埼玉県生活環境保全条例第66条第2項の規定による深夜における音響機器の使用規制区域については、都市計画法に基づく次の用途地域のとおりとしようとするものです。
　第1種低層住居専用地域、第2種低層住居専用地域、第1種中高層住居専用地域、第2種中高層住居専用地域、第1種住居地域、第2種住居地域、準住居地域、用途地域の指定のない地域、近隣商業地域、準工業地域又は都市計画区域外
④拡声機の使用に係る基準について
埼玉県生活環境保全条例第68条第1項の規定による拡声機の使用に係る基準については、次のとおりとしようとするものです。
拡声機の使用に係る基準（単位：デシベル）
	使用時間　午前10時から午後6時まで

	区域区分
	固定して使用する場合
	移動しながら使用する場合

	第1種区域
	・第1種低層住居専用地域

・第2種低層住居専用地域

・第1種中高層住居専用地域

・第2種中高層住居専用地域
	60
	70

	第2種区域
	・第1種住居地域

・第2種住居地域

・準住居地域

・用途地域の指定のない区域

・都市計画区域外
	65
	75

	第3種区域
	・近隣商業地域

・商業地域

・準工業地域
	75
	85

	第4種区域
	・工業地域

・大字的場の工業専用地域

・第1種区域、第2種区域及び第3種区域並びに工業地域との境界線から内部への水平距離が100メートルまでの工業専用地域
	80
	85


(1)用途地域は、都市計画法に基づく区分とする。
(2)固定して使用する場合、１回20分以内として、次回の使用までに10分以上間隔をおくこと。また、屋外の地上1.5メートルの位置における音量を基準以下とすること。
(3)移動しながら使用する場合、学校、保育所、病院、診療所、図書館又は特別養護老人ホームの敷地の周囲おおむね100メートルの区域内では使用しないこと。また、停止時に使用する場合、音源から10メートル以上離れた地上1.5メートルにおける位置の音量を基準以下とすること。
